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1. 製品概要 
IE-SW-PL M シリーズのマネージド・イーサネットスイッチはメンテナンスと監視（モニタリング）機能に優れて

います。そして産業現場環境においてのイーサネット通信に対して動作信頼性の高い製品です。 
 

2. パッケージリスト 
 
本製品のパッケージには以下の製品が同梱されています。もし欠品がある場合は本製品をお買い上げになっ

た販売店、もしくは弊社までお問い合わせください。 
 
・ マネージド・スイッチ本体： 1 個 
・ ハードウエア設置マニュアル（英語版）： 1 式 
・ マニュアル類電子データ（CD-ROM)、Windows ユーティリティ 
・ RJ45 - Dsub 9 ピン コンソールケーブル 
・ 不使用ポート用 保護キャップ 
 

上記リストのいずれかが欠損、またはダメージを受けている場合、弊社までご連絡ください。 
（日本ワイドミュラー株式会社 カスタマーサービス部： TEL: 0120-58-2040、または Web ページ：www.weidmuller.co.jp） 
 
 

3. 製品機能 
 

・ IPv6 対応（IPv6 委員会承認済） 
・ IEEE 1588 PTP (Precision Time Protocol)タイムサーバ同期機能 
・ DHCP Option 82 対応の IP アドレス設定 
・ Modbus TCP 産業用イーサネット通信対応 
・ データ冗長化機能：Turbo Ring 、Turbo Chain 機能 （復帰時間は 20ms 以下@フル負荷時）、

RSTP/STP (IEEE802.1w/D)プロトコル対応 
・ IGMP スヌーピング、マルチキャスト通信フィルタ：GMRP 
・ ポート指定型 VLAN、IEEE 802.1Q VLAN、GVRP 機能 
・ データ優先処理：QoS (IEEE 802.1p/1Q) と TOS/DiffServ 
・ ポート・トランキング機能 
・ ネットワークセキュリティ： IEEE 802.1X、HTTPS および SSH 
・ レベル別ネットワーク管理機能： SNMPv1/v2c/v3 
・ ネットワーク監視とプロアクティブ機能：RMON 
・ 通信ポートブロック機能：MAC アドレスによってアクセス機器を制限 
・ オンラインデバッグのためのポートミラーリング機能 
・ 自動ワーニング（警告）出力機能：リレー出力接点、e-mail 送信 
・ LLDP 機能をサポート 
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4. IE スイッチの設定ソフトウエアへのアクセス方法 

Web ブラウザソフトウエアによるアクセス方法 

"Web ブラウザインターフェース”はマネージド・スイッチの機能の設定、ネットワーク・モニタリングの構築、およ

びネットワーク管理機能設定を容易にする手段です 
ブラウザソフトウエアは種類を問いません（Google Chorome, Firefox でも動作可能）が、推奨するブラウザは

Microsoft Internet Explorer 6 以上で JVM (Java Virtual Machine)がインストールされているブラウザです。 
 
NOTE 1 
IE-SW-PL シリーズの管理、モニタリング機能を使用するためには Switch とパソコンが同一の LAN にある必

要があります。そのため、パソコン、またはネットワークカード（NIC)の IP アドレス、サブネット環境を Switch と

合せる必要があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
NOTE 2 
IE-SW-PL シリーズが他の VLAN 設定に設定される場合はパソコン（ホスト）がマネージメント VLAN であること

を確認してください 
 
NOTE 3 
web ブラウザでアクセスする前に Switch の RJ45 ポート、およびパソコンの LAN ポートおよび NIC のポートと

を”ストレート”または”クロス”イーサネットケーブルで接続してください 
 
NOTE 4 
IE-SW-PL シリーズの標準（工場出荷時）IP アドレスは 192.168.1.110 です。 
 
以下の手順により web ブラウザインターフェースで Switch にアクセスします。 
 
1． Web ブラウザ（たとえば Internet Explorer）を起動し、上部の IP アドレス欄に IE-Switch の IP アドレス

（192.168.1.110）を入力し、Enter キーを押す 

   
2． IE-switch の web ログインページが表示されます。 

工場出荷時 IP アドレス
192.168.1.110 

PC の IP アドレスの変更が必要 
（例）192.168.1.200 

ストレート LAN ケーブル

または 
クロス LAN ケーブル 
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3． ログインアカウント(Admin か User)を選択し、標準パスワードとなる”Detmold (1 文字目の D は大文字）”

を入力し、Login をクリック 

 

 
4． パスワードが設定されていない場合は空白のまま Login する 
 
5． Login 後、数秒後にパソコンに IE-Switch の web ページがダウンロードされます。 
 
6． 画面左側のメニューによってマネージド・スイッチの各設定機能にアクセスします。 

 
 
NOTE 5 
IE-SW-PL シリーズの標準パスワードは “Detmold”  (D は大文字）です。 
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5. 設定内容の設定・変更方法 
この章では IE-SW-PL シリーズの様々な機能設定、モニタリング、管理設定について解説します。機能設定の

方法は”RS232 コンソール”、”Telnet コンソール”、”web ブラウザ”の 3 種類ありますが、ここでは代表的な

web ブラウザでの設定を解説します。 
 
基本機能『Basic Setting』の設定 
" Basic Setting グループ”には主に IE-SW-PL シリーズの管理者による設定項目、とデータ制御の項目が含ま

れます。 
 
『System Identification』システム概要表示 
Web ページの TOP 画面として表示され、その中の項目にはアラーム e-mail も含まれます。ネットワーク上に

設置された異なる IE-Switch の状況をこの画面の表示内容により把握できます。 
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『パスワードの設定と変更』 
IE-SW-PL シリーズは 2 レベルのアクセス権限を持ちます。”admin 権限”は全ての設定パラメータにおいて

"read（閲覧）/write（変更）"が可能です。”user 権限”では全てのパラメータの"read（閲覧）”のみとなります。 

 
 

 

 
 
NOTE 
標準（工場出荷時）設定のパスワードは”Detmold"です。 
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『ネットワーク用パラメータの変更』 
ネットワーク構成はユーザがネットワークについて IPv4 と IPv6 パラメータの管理アクセスで構成することがを

許されています。 
ワイドミュラーの IE-SW-PL シリーズは IPv4 と IPv6 両方のアドレスタイプをサポートしています。 
 
IPv4 アドレス 
IPv4 設定はスイッチの IP アドレスとサブネット・マスクを含んでいます。 
IPv4 セッティングは、スイッチの IP アドレスとサブネット・マスク（デフォルトゲートウェイの IP アドレスだけでな

く）を含みます。 そのうえ、入力のセルは、1 および 2 番目の DNS サーバーの IP アドレスに対して用意されて

います。 
 
IPv6 アドレス 
IPv6 セッティングは、2 つの異なったアドレスタイプ（Link - Local Unicast アドレスと Global Unicast アドレス）

を含みます。 
同じローカル・サブネットに付けられるすべての機器に、Link-Local アドレスはスイッチを IPv6 について利用で

きるようにします。 
複数のセグメントでより大きなネットワークに接続するためには Global Unicast アドレスで設定されなければな

りません。 
 

 
 
IP アドレス、サブネットマスクを変更する際は該当するセルにおいて値を入力し、画面下方の “Activate” 
をクリックします。 
 
変更後の IP アドレス確認 
Activete をクリックすると自動的にスイッチがリセット動作し、入力したアドレス、サブネットマスクが有効となり

ます。 パソコンの IP アドレスなどを変更してから再度ブラウザソフトにて変更後の IP アドレスを入力して再度

初期画面が表示されることを確認してください。 
 
 
 



 

日本語設定マニュアル（補足版）： IE-SW-PL XXM シリーズ 
P8/11 

『システムファイルのアップデート（インポート／エクスポート方法』  
（ローカル PC への読み込みと書き出し） 
 
・コンフィグレーション（機能設定情報）ファイル 
本イーサネット・スイッチの設定情報ファイルを外部に書き出す場合はConfiguration File ”Export"ボタンをクリ

ックし、ローカルホスト（PC)に該当ファイルを保存します。 
 
・ログファイル 
ログファイルを書き出す場合は Log Files "Export"のボタンをクリックし、ローカルホストに該当ファイルを保存

します。 
 

 
 
NOTE 
パソコンの OS によって"Export"ボタンをクリックすると Web ブラウザページに直接その内容が表示されること

があります（Window XP など）。 
その場合は全ての情報を選択し、右クリックでコピーを選択し、クリップボードにその内容をコピーしてから、テ

キストファイル形式（拡張子は.txt）で保存する必要があります。（下図を参照） 
なお、保存ファイル名は後に誰でも区別が付く名称を推奨いたします。 
 

 
 
Import（ファイル読み込み）の際は保存したテキストファイルを参照し、選択します。 
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・ファームウエアのアップグレード作業 
本イーサネット・スイッチの新しいファームウエアを読みこむ場合は“参照”ボタンをクリックしてすでにお客様の

パソコンに保存（コピー）されたファイルを選択します。"Import"ボタンをクリック後、ファームウエアのアップグレ

ードは自動的に実施されます。 
 
・コンフィグレーション（設定情報）ファイルのアップロード 
本イーサネット・スイッチに設定情報を読み込む場合は“参照”ボタンをクリックしてすでにお客様のパソコンに

保存（コピー）されたファイルを選択します。"Import"ボタンをクリック後、設定情報ファイルの読み込みは自動

的に実施されます。 
 
『システムファイルのアップデート』 
（バックアップ用メディア”EBR モジュール”への読み込みと書き出し） 
 
（注）EBR モジュールは RJ45 コネクタ付き外部記憶デバイスです。（別売アクセサリ） 
 

      
 
・EBR モジュールへの設定情報の保存方法 
本イーサネット・スイッチの設定情報ファイルを EBR モジュールに書き出す場合は 本体の RJ45 コネクタをマ

ネージド・スイッチ上部のコネクタに接続し、“Save”ボタンをクリックします。 
 
・EBR モジュールに記録されている設定情報の読み込み方法 
EBRモジュールに記録された設定情報ファイルを読み込む場合は EBRモジュールを接続後“Loadボタンをク

リックします。 
 

 
 

 

外部接続記憶デバイス：EBR-Module RS232 
品番： 1241430000 
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再起動（リスタート） 
本機能によりイーサネット・スイッチは再起動します。 
 

 
 
工場出荷時設定 
”Factory Default”機能は全ての設定項目を工場出荷時の設定に瞬時に戻すための機能です。この機能はシ

リアルコンソール接続、Telnet 接続、Web ブラウザ接続の全てで使用できます。 
 

 
 
NOTE 
”Factory Default”機能を使用した後、お客様自身で本マネージド・スイッチの機能設定を再度行う必要があり

ます。 
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6. 製品の保証について 
 

弊社の販売に関する一般規定に明記されている保証条件に従って、本製品の保証期間は『出荷後 5 年間』

となります。 
製品の欠陥につき、事故や故障が起きた場合、弊社が無償で修理、もしくは、機能的に同等な新品の製品

を取り替えることを保証します。 
安全性については本ガイドや製品マニュアルに明記されていますが、特定のシステムとの互換性や特定の

目的への適合性に関して保証はありません。 
 

法律によって認められる範囲で、損害への申し立てや購入費用の払い戻しは、契約または不法行為を含む

どのような法的理由にでも基づく場合も除外されます。 
保証条件に明記されていない場合は、弊社の購入に関する一般規定と負担責任が適用されます。 

  
本製品は予告なく仕様を変更する場合がございます。本件についてあらかじめご了解ください。 
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Weidmüller Interface GmbH & Co. KG 
Postfach 3030 
32760 Detmold 

Klingenbergstraße 16 
32758 Detmold 

Germany 
 

Phone +49 (0) 5231 14-0 
Fax +49 (0) 5231 14-2083 

E-Mail info@weidmueller.com 
Internet www.weidmueller.com 

 
 

日本ワイドミュラー株式会社 
東京都品川区東品川 2-2-8 スフィアタワー天王洲 

 
TEL: 03-6711-5300（代表） 

FAX: 03-6711-5333 
URL: http://www.weidmuller.co.jp 


